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１年間のまとめ、大掃除と感謝の心
１２月も半ばになりました。学習のまとめや身の回りの整理整頓を計画的に

していますか。学校だけでなく、みなさんの家や社会も、１年の締めくくりを

して、新年を迎える準備に入っています。

たとえば、毎日行っている掃除ではなく、大掃除と呼んで、１年に１回、ふ

だんは掃除をしないところまで、ていねいにしっかりと計画的に掃除をします。

みなさんも１年間のよごれを全部落とす気持ちで、すみずみまできれいに掃除

をしましょう。

そのとき大切なことは、１年間自分が使ってきた物に対する感謝の気持ちを

もって掃除をするということです。大掃除は、日本で昔から行われ続けてきた

伝統行事の一つです。私たち日本人は、一つの物を大切にしてきました。てい

ねいに使い、きれいにしてきちんとしまい、傷ついたり壊れたりしたら修理を

して大事に扱い、使えなくなった物は感謝の気持ちをもって燃やして土に返し

てきました。これは、外国にない世界に誇ることのできる習慣です。

みなさんは、物を落としたり、なくしたりしても、気づかなかったり探そう

としなかったことはありませんか。それは、同じ物をいくつも持っていたり、

同じ物を買えばいいと簡単に考えていたりするからでしょう。日本は物が豊か

な国です。大量生産で安い値段の物が多いことも事実です。

しかし、修理して使える物を捨ててゴミにしてしまうことが、私たちの環境

を考えるうえで大きな問題になっていることも忘れてはいけません。

さて、学校には、落とし物や忘れ物が入っているところが校務員室前にあり

ますね。ところが、そこが空っぽになったことがありません。もちろん、自分

の物を探しに来る人もいます。しかし、いつまでも残

っている落とし物や忘れ物があります。ほったらか

しにされて、かわいそうに感じられて残念です。

みなさんの持ち物は、買ってもらったりプレゼ

ントしてもらったりした物ですね。自分の物

にはしっかりと名前をつけて、大事にして

ください。片づけをしながら、掃除をし

ながら、そのことを考えてみましょう。

冬至(とうじ)、節目を大切に
今年の冬至は１２月２２日（金）です。冬至とは、１年の中で昼の時間が一

番短い日のことです。この日にカボチャを食べたり、ゆずの入ったお風呂に入

ったりすると、１年間病気をしないで健康に過ごすことができると言われてい

ます。

そして冬至を過ぎると、昼の時間が少しずつ長くなっていき、３月の「春分

(しゅんぶん)の日」に、昼の時間と夜の時間が同じになります。「春分の日」

を過ぎると、昼の時間が夜の時間より長くなり、「夏至(げし)」の日に昼の時

間が１年のうちで一番長くなります。日の出が早くなり、日の入りが遅くなり

ます。その後、また、昼の時間が少しずつ短くなって、９月の「秋分(しゅう

ぶん)の日」に、また、昼の時間と夜の時間が同じになります。その後、昼の

時間がさらに短くなり、１２月の「冬至」を迎えるわけです。

さて、冬至の日２２日（金）は、２学期の終業式で、その翌日２３日（土）

は、祝日（天皇誕生日）です。先生が子どもの頃、祝日には国旗を門に掲げて

みんなで祝うのが習わしでした。今ではマンションが増えて、

国旗を掲げる家も減りましたが、休みになる意味をよく知っ

てほしいと思います。祝日は１年間に１６日あります。その

意味を冬休みに調べてみるのも、いい勉強になりますよ。

最後に、新しい年を迎える節目を大切にしましょう。

１年間を振り返って、できたこととできなかったことをしっ

かりまとめましょう。そして、新たな気持ちで新年を迎えてほしいものです。

どのような自分になりたいかをしっかりと考えて、できることからひとつずつ

取り組んでほしいと思っています。そのためにも年末に、「自分の周りの大掃

除」「自分が過ごす場所の大掃除」「心の中の大掃除」をしてしまいましょう。

みんなのためのルールブック
「あたりまえだけど、とても大切なこと」 ロン･クラーク 草思社

ルール２２ お客さまを歓迎（かんげい）しよう

お客さまがくるときは、出迎えをして「よくいらっしゃいました」と歓迎の

気持ちを伝えよう。

●初めての場所を訪れるときは、だれでも不安なものだ。お客さまが慣れない

環境（かんきょう）のなかでも心地よさを感じ、歓迎されていると感じてもら

えるような気をくばろう。転入生（てんにゅうせい）が入ってきたときも同じ

だ。


